
民主改革さいたま市議団

基本政策「市民と共に明日を創る」

最終報告会２０２２

２０２２年１１月１２日（土）
午後２時～
オンライン開催



開会のことば

添野 ふみ子



団長あいさつ

三神 尊志



さいたま市議会議長あいさつ

阪本 克己



議員紹介





会派基本政策
評価の概要について

西山 幸代



市議団基本政策とは？

2007年から毎回策定会派活動の方向性示す

２０１９



なぜ政策評価を続けているのか？

●公約を「言いっぱなし」にしない

●評価可能な形で市民へお示しする

●評価していただく機会を、任期中間年と最終年につくる

●市民・有識者（外部）と、所属議員（内部）の評価を突き合わせ、
政策活動の修正を行う

（計画）

市議団マニフェスト策定

（点検）

基本政策報告会

（実行）

議会質問・提案
条例策定

（改善）
市民ニーズ把握

議会・政策活動へ反映

・内部評価発表

・外部評価発表

・市民評価をお願いします！



皆様からの市民評価をお願いします！
基準 点数 備考（判断基準）

会派で質問、要望して、
行政（もしくは議会）が着手し
実現している

５点
（優）
質問か予算要望、提案をして行政（もしくは議会）が
着手し、何かしら結果を導き出している場合

会派で質問、要望した結果、
行政（もしくは議会）が着手した ４点

（良）
質問か予算要望、提案をして行政（もしくは議会）が
何かしら着手したと判断される場合

会派で検討して、
質問、要望をした ３点

（可）
とりあえず質問か予算要望、提案をしている場合

会派で検討したが、
質問、要望はしなかった ２点

（不可）
会派で検討した経過は見られるが、
議会（定例会や委員会等の公式の場で）質問か
予算要望、提案をしていない場合

会派で（まったく）検討していない １点
（評価に値しない）
会派でまったく検討していないと判断される場合

●本日の報告や資料を参考に、評価シートに項目ごとの採点をお願いします。
●評価シート＜Web版＞はYouTubeは概要欄に、ZOOMはチャット欄にリンクがあります。
●評価シート＜印刷版＞は会派ホームページからダウンロードできます。
●時間内に評価しきれない場合は、１１/２０までにWeb入力、またはFAXなどでご送付ください。

評価シート
Web版



明日のために改革を！

三神 尊志

冨田 かおり

添野 ふみ子



１．行政の透明化推進と情報発信の充実強化
内部評価

４.２点

・行政組織改正・情報政策の向上
➡都市戦略本部に情報政策室の設置。「児童虐待通告」の県との情報共有を検討。
危機管理官が広報部門含む全庁的・総合的マネジメント。広報官が各課連絡調整。

・ＤＸ推進、ＩＣＴの活用による行革推進・利便性向上
➡「ＤＸ八策」に基づいて令和７年度までにすべての行政手続きのオンライン化を
目指す。文固定資産税評価業務や保育所入所業務選考に導入。会議録作成支援
システム。書作成は原則として電子媒体で。公文書管理条例は検討。

・学校給食費等の公会計化推進
➡さいたま市の特色を維持しつつ令和６年度から学校給食費で導入。他、スポー
ツ振興センター掛金、教材費、修学旅行費等についても順次導入の方向。

中間報告時の評価

３.３点



２．市民・事業者等との協働・連携を
活かした公共サービスの拡充

内部評価

４.１点

・フードロス対策について
➡フードバンク埼玉と協定、フードライブ事業を開始。スマホアプリを活用、フード
シェアリング事業者とも連携強化。

・マイクロプラスチック問題への対応
➡埼玉大学と協定し市内河川で調査を実施。企業と連携して発生抑制施策を検討。
小学生を対象とした環境教育を実施（公民学共創）。

・市民活動支援の充実
➡市民活動サポートセンターは指定管理制度への復帰。協働のテーブルやマッチン
グファンド利用検討の市民団体からの相談においてシビックテックの活用を促進。

中間報告時の評価

３.７点



３．持続可能な行財政運営と
コンプライアンスの徹底

内部評価

４.０点

・「働き方改革」の推進について
➡会計年度任用職員制度導入、常勤職員との均衡を考慮し制度設計。
専門性ある人材の処遇改善の課題提起。学校における「スクールサポートスタッフ」
配置拡充提起。育児休業取得の拡大措置。

・ハラスメント対策について
➡ハラスメント防止要綱に基づき実施。労働者側の意見を聞いて新たな施策を検討。
ハラスメント防止セミナーは非管理職まで拡大していきたい。

・ＰＴＡ寄附の透明化
➡市立小中学校に対するＰＴＡなどからの寄附について市ホームページ上で公開
（令和元年度分より）

中間報告時の評価

３.６点



明日の世代を育みます！

高柳 俊哉

西山 幸代

佐伯 加寿美



４．すべての子どもと若者に夢とチャンスを
内部評価

４.６点

・不登校児童に対するＩＣＴを使った支援

➡Ｇｒｏｗｔｈの設立（２０２２年度～）

・児童養護施設等の退所者の住宅支援制度
➡クラウドファンディング型でふるさと納税を募る仕組みによる退所者支援
（2022.10月～）

・ＧＩＧＡスクールの推進
➡前倒しで一人一台のタブレット支給、生活困窮者へのＷｉ―Ｆｉ補助

・外国ルーツの子どもの支援
➡教育委員会にコーディネーターの設置

中間報告時の評価

３.８点



・児童相談所の機能強化・児童虐待防止
➡南北児相の創設、第３支援係の創設、第三者機関の審査の実施

・安心して生み育てられるさいたま市に
➡妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援、アウトリーチ型産後ケアの充実

・医療的ケア児
➡市内保育施設７カ所で医療的ケア児の受け入れ（２０２３年度から２カ所増）

・ケアラー支援
➡ケアラー・ヤングケアラー支援条例の制定

・母子健康手帳
➡親子手帳の名称の併記、別紙で防災についての記載予定、低体重児の記載の検討

内部評価

４.７点
５．社会全体で子育てを支えるまち

中間報告時の評価

３.９点



・生涯学習や公民館の講座のオンライン化推進
➡コンテンツの充実、オンラインを使った講座の開設、アカウントを市長部局で
取得

・公民館へのＷｉ―Ｆｉ設置について
➡拠点公民館からの設置

６．生涯にわたって学びたいときに
学べる場の提供

内部評価

３.５点
中間報告時の評価

３.４点



明日に向かっていきいきと！

小川 寿士

傳田 ひろみ

松本 翔



・若年がん患者ターミナルケア在宅療養支援事業
➡在宅療養している２０歳以上４０歳未満の末期がん患者への支援制度の実現
（県内初）

・学校ユニバーサルデザイン化の推進について
➡バリアフリー化の変更に伴い、学校へのバリアフリー設備

・男性個室トイレのサニタリーボックス設置
➡公共施設の約半数に設置

７．歳を重ねても障害あっても
地域で暮らせるまち

内部評価

４.２点
中間報告時の評価

４.１点



・重度障がい者就労支援制度
➡就労中（在宅）も介助が受けられる制度を実現（全国初）

・障害者の超短時間就労
➡長く働けない障害者への超短時間雇用の導入に向け検討

８．働きたいと希望する全ての人が働けるまち
内部評価

３.９点
中間報告時の評価

３.４点



・さいたま市の文化財を活用した観光政策
➡見沼通船堀、太田資正、漫画会館、アニメの活用

・地域経済の活性化（食肉中央卸売市場）
➡さいたま市道の駅基本構想（２０２０.１１月策定）

９．さいたま市の特徴・強みを生かした
経済活性化

内部評価

３.７点
中間報告時の評価

３.２点



明日のまちをつくります！

神崎 功

松本 翔

冨田 かおり



・エネルギーの地産地消を基盤とした
脱炭素（ゼロカーボン）に向けた都市の創造

➡公民学によるグリーン共創モデルの取り組み、市立学校太陽光発電設備・蓄電池
設置

・緑地の保全
➡見沼田んぼ内の広域的な水と緑のネットワーク形成、街路樹の管理計画等

・地球温暖化対策のために市民との連携
➡さいたま市気候非常事態宣言の発出、卒ＦＩＴ電力を活用した地産地消モデル

１０．エネルギーの地産地消の推進と
みどり豊かな都市の創造

内部評価

３.６点
中間報告時の評価

３.０点



・避難所運営訓練
➡ペット同行避難、公民館の避難所運営

・災害医療体制
➡災害時の妊産婦・乳幼児の支援体制について
➡乳幼児、子どもの施設や要配慮者等の防災

・マンション防災
➡自治会組織のないマンション管理組合を自主防とみなす

・市民生活の安全確保について
➡冠水・浸水対策、土砂の搬入行為の禁止、土砂の堆積事案、土砂条例の規制強化、
荒川洪水対策

１１．災害時に命を暮らしをまもる
地区防災力の強化向上

内部評価

４.７点
中間報告時の評価

３.９点



・高齢者・障害者の移動支援
➡移動支援モデル事業、自動運転等のＡＩを活用した新たな技術対応、モビリティー
サービスへの取り組み

・スマートシティ推進コンソーシアム
➡スマートシティのモデル事業を推進

・道路等の公共空間活用によるウォーカブルなまちづくりの推進
➡自転車が進入しにくく歩行者が安全に歩ける遊歩道、緑道の環境づくりへの取り組み

・特色ある公園・空間づくり
➡ボール遊びができるなど機能別公園の創出、プレイパーク

１２．暮らしを支え活力を生み出す
交通体系の構築と都市基盤整備

内部評価

４.４点
中間報告時の評価

３.３点



佐伯 加寿美

阪本 克己

添野 ふみ子

明日の力は市民の力！



・パートナーシップ制度の創設と拡充
➡埼玉県下で初めての宣誓制度創設（２０２０.４）。
ファミリーシップ制度拡充（２０２２.１０）。市営住条例改正で
パートナーも入居可に（２０２２.１０）。

・男女共同参画行政の推進
➡ＤＶ防止センター（男女共同参画相談室）が係に格上げされ、パートナーシップさいたま
（男女共同参画推進センター）との連携強化と本庁の人権政策・男女共同参画課の組
織強化が課題に。

・国籍・在留資格に関係ない行政サービスの提供
➡公立小中学校への受け入れ・母子健康手帳発行・ワクチン接種券送付。

・犯罪被害者支援の充実
➡犯罪被害者支援条例の制定（２０２１.４）。民間シェルタ―家賃補助実現。

１３．多様な個性・価値観と
人権が尊重されるまち

内部評価

４.１点
中間報告時の評価

３.７点



・文化芸術都市創造に向けて
➡国際芸術祭２０２０開催。現在、国際芸術祭２０２３の開催準備。「さいたま
アートセンタープロジェクト」は芸術祭のレガシーとして継続・充実。さいたま
アーツカウンシルの創設、アーティストと市民、行政、地域をつなぐ窓口に。
美術館等文化芸術創造拠点整備を検討。

・さいたまスポーツシューレについて
➡スポーツを「する場」「学ぶ場」を確保するとともに、企業、大学、団体が持つ
知見や技術を活用した実証実験を進めている。

１４．誰もが健康で心豊かに
文化・スポーツにふれあえるまち

内部評価

３.９点
中間報告時の評価

３.９点



・自治会運営について
➡ごみ問題、防犯対策などの課題提起。自治会加入促進のために自治会会員特典
カード導入を提案。自治会ＩＣＴ化の支援と困難な者の両面支援。

・マンション管理の適正化推進
➡現在、住宅政策課にマンション管理支援係を設置。適正管理につながる制度説明
の出前講座を実施。マンション管理登録制度は条例・要綱を検討。

・コミュ二ティスクールの推進
➡市内小中学校全校配置（２０２２年度）。

１５．お互い様に助け合える地域づくり

内部評価

３.７点
中間報告時の評価

３.５点



市民とともに！

高柳 俊哉



●政務活動費のインターネット公開の推進
・領収書の写しのインターネット公開開始（２０１９.５～）。

●市民との双方向コミュニケーションの機会の拡充
・本会議場を活用した議会体験の実施（２０２０年から３年連続）。議員が答弁者と
して参加。

●市民の声に基づく政策提案の拡充
・会派主導の様々な意見書・決議の採択。
➡障害者支援、女性差別撤廃、医療的ケア、犯罪被害者支援など。

～議会の「見える化」の推進を～
内部評価

４.１点
中間報告時の評価

３.８点



今後の活動について

高柳 俊哉



閉会のことば

神崎 功



評価シートｗｅｂ版

← ＱＲコードに
スマートフォンのカメラをかざして
【評価シートｗｅｂ版】にアクセスできます

評価シート
https://forms.gle/APom7CtjPMDtZ1j87



アンケート

← ＱＲコードに
スマートフォンのカメラをかざして
【アンケート】にアクセスできます

アンケート
https://forms.gle/cpe3KDi8GGJLefZ98
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